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　このパラグライダー・レスキュー BOOK は JPA パラグライダー・レスキュー

講習会のための教本として作成されています。見よう見まねで行うことは非常

に危険ですので、必ず専門家のもとで練習をするようにして下さい。

　また、ここで紹介している技術はある一定の条件を想定した中での、基本的

な方法にしかすぎません。実際の救助現場はここで紹介しているシチュエー

ションよりも多種多様で複雑な状況であることがあります。場合によっては、

ここで紹介している方法と違った方法を選択することもあるでしょう。最終的

な救助方法は、救助者の持つ知識、技術によって決定されます。すべての技術

にはメリット、デメリットが存在します。大切なのは救助者がそれを理解し、

安全を第一に考え救助をするということです。

パラグライダー・レスキュー認定システム

　JPA パラグライダー・レスキューは、「ツリーランディング」という危険の伴う

状況の中で、いかに効率的かつ安全に自己脱出および救助活動を行うことができる

かということをテーマにしています。

　認定検定会ではそのために必要な「正しい考え方」「実績のある方法」「安全な装備」

などを、受講される皆さんに伝え、個人の技量に応じたレベル認定を行っています。

　いずれの講習も、常に各地から届けられる最新の情報が反映されており、講習内

容も日々進歩しています。

注　意

●注意マーク
使用方法や操作方法
が間違っています。

●危険マーク
危険行為です。特に注意
する。絶対にやらない。

●本文中のアイコンの解説●

パラグライダー・レスキュー 
レベル 1

■目的

　パラグライダーのツリーランディン

グからの自己脱出に使用する道具を正

しく使用できる技術と知識を習得する。

また、パラグライダーのツリーランディ

ングからの自己脱出を正確に行う技術、

知識を修得する。

■概要

　認定検定会では、自己脱出のトレー

ニングを通して正しい道具の使用方法、

自己確保の重要性を学びます。また、

自己脱出の際に起こりえる様々なトラ

ブルを想定し、その対処法も学び、実

際の救助に必要な応用力を身につけま

す。

■認定

　検定合格者にはパラグライダー・レ

スキュー レベル 1 認定証 （3 年間有効）

が発行されます。

パラグライダー・レスキュー 
レベル 2

■目的

　パラグライダーのツリーランディン

グの救助に使用する道具を正しく使用

できる技術と知識を習得する。また、

パラグライダーのツリーランディング

の救助を正確に行う技術、知識を修得

する。

■概要

　認定検定会では、様々な状況設定を

し、それに対しての基本的な救助技術

を学びます。大切なのは救助者、要救

助者それぞれの安全を考慮した救助を

どのように正確かつ迅速に行うかとい

うことです。

■認定

　検定合格者にはパラグライダー・レ

スキュー レベル 2 認定証（3 年間有効）

が発行されます。

パラグライダー・レスキュー 
レベル 3

■目的

　パラグライダーのツリーランディン

グの困難な状況からの救助および負傷

者の搬送を正確に行う技術、知識を修

得する。また、タンデムパラグライダー

でのツリーランディングからの自己脱

出および救助を正確に行う技術、知識

を修得する。

■概要

　認定検定会では、より複雑で困難な

状況下での救助活動を想定し、レベル

1,2 で学んだ知識や技術を総合的に使

い、 それを発展させながら学んでいき

ます。

■認定

　検定合格者にはパラグライダー・レ

スキュー レベル 3 認定証（3 年間有効）

が発行されます。

　パラグライダー最新テクニックブックにはパラグライダー

の基礎技術が順序立ててすべて書かれていますが、このパラ

グライダー・レスキュー BOOK の中にはツリーランディン

グからの脱出、救助に関する基礎技術がまとめられています。

　“レベル１”は救助方法を習得する準備段階と位置づけてい

ます。ただし、パラグライダーでフライトする以上、技能証

に関わらず“レベル１”の初歩「木から自己脱出」は知って

いなければなりません。ツリーランディングをした際、自己

確保をセットして救助を待つということは基本です。ただし、

道具を装備している、道具の使用方法を知っているというこ

とは救助をしてもらう上でも最低限度のマナーです。救助者

はこの本をもとに、ここで使用されている言葉、道具、方法

を用いて救助にあたります。そのような意味でも、この本の

内容を知っておくことはいざという時に速やかに救助しても

らえることを可能とします。もちろん、クロスカントリーフ

ライトをするパイロットであれば、“レベル１”の内容はすべ

て身につけておくことが理想です。

　また、レスキュー認定者が１人で救助に行くことはほとん

どありません。その救助をお手伝いしてくれるパイロットが、

たとえ認定者でなくても救助とはどのようなものか少しでも

知っていれば救助効率は格段に向上します。エリア、スクー

ルの安全管理とはパイロットのみなさん１人１人の意識から

成り立っています。

　この本はレスキュー認定者だけのものではありません。多

くの方に読んでいただくことが、安全で楽しいフライト環境

を守ることにつながります。“いざ”という時は待ってはくれ

ません。

この本のスクールでの使用方法～　すべてのパイロットのみなさんへ


